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研究成果概要 
これまでボリビア・チャカルタヤ山宇宙線観測所で行われていた BASJE は終了し、あ
らたな日本-ボリビアでの共同宇宙線観測プロジェクトが始まった。“Sub-PeV” エネルギ
ーのガンマ線および宇宙線を広視野高稼働率で観測し、ガンマ線天文学、および宇宙線の

起源解明を目指す新しい南天実験である。空気シャワーアレイ建設サイトをチャカルタヤ

山中腹 4740m 地帯（図 1参照）に決定し、またプロジェクト名称は ALPACA （Andes 
Large area PArticle detector for Cosmic ray physics and Astronomy）と決定した 
	 ALPACA 実験は広視野（約 2sr）連続観測宇宙線望遠鏡である総面積 83,000m2空気シ

ャワー観測装置(1m2のプラスチックシンチレーター検出器を 15m間隔で配置)	 と総面積
5,400m2	 の地下大型水チェレンコフ型ミューオン観測装置で構成され、その２つの観測

装置の連動実験を軸にしたプロジェクトである。図 1に ALPACA実験の概要図を示す。 

水チェレンコフ検出器１単位 

図1: ALPACA実験の検出

器配置図。小さな白

抜き四角が1m2空気

シャワー電磁成分検

出器(401台)、灰色四

角が地下ミューオン

検出器（総面積

5400m2）を表す。 

 



	 今年度は、シミュレーションやデータ解析用のツール開発等を行った。１例として、点

源の宇宙ガンマ線に対する ALPACA実験の感度を図 2に示す。 

 
また、ALPACA 実験のパイロット実験として、まず約 1/10 スケールの空気シャワー実
験 ALPAQUITA（図 3 参照）を行う方針である。昨年度に引き続き、ALPAQUITA 空気
シャワーアレイで使用する資材のシッピングの準備を行った。また、ALPAQUITA空気シ
ャワーアレイを設置する際に必要なインフラストラクチャーの建設準備のためにボリビア

側と議論を行い、実験小屋、電線、避雷針等のデザインが決まった。インフラストラクチ

ャーの準備が整い次第、日本側から資材をシッピング予定であり、建設は 2018 年を予定
している。 

 
ALPACAプロジェクトに関する進捗状況は 2017年 9月と 2018年 3月の日本物理学会
で公表した。また、ICRC2017 等いくつかの国際会議においても ALPACA プロジェクト
の現状報告を行った。 
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図2: ALPACA実験の点源宇宙ガン

マ線に対する感度。Tibet 

AS+MD実験のモンテカルロシ

ミュレーションに基づいて計算

された。 

 

図3: ALPAQUITA実験の配置図。 

   1m2のプラスチックシンチレーシ

ョン検出器45台を15m間隔で配

置した。中央に実験小屋がある

デザインである。 
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